


このイメージが特に作為的な強調を含んでいるとは感じ

られない。

さて,こ のイメージの内容は多くの先進国叉は “中進

国"にあてはまるもので,決 してイスラエルに特有なも
のではない。先の文の中で,中東,ユ ダヤ人,ア ラブと
いった言葉を除けヤゴ,それが,オ ラング,デ ンマーク,

イギリス,或いは日本のことだと言っても不都合はある
まい。日本の場合には,隣国と地続きの国境 こそない
が,中国,ア メリカそしてソ連と,超大国に周囲をとり
まかれ,少い資源で,高い教育程度と,勤勉さを資本と
し,円滑な貿易活動を頼りに,激しtゞL界の潮流の中で

生計を立てているのである。

このような国 が々資源の強大国,或いは軍事,資本の

強大国からの圧力にいかに弱いかは今度の石油戦争で我

我が痛切に経験していることである。国境を相接したヨ

ーロッパの国々では,国家相互間の関連も深く,叉それ
だけに,お互いの警戒心も強くなるのであろう。西 ドイ
ツ,フ ランス,或いはイギリスといった “強大国"です
ら,ア メリカ, ソ連又は英独仏三国間の複雑な力関係に

対する警戒の念をゆるめ得ないのであるから,小さな国
ではなおさらのことだと思われる。

コーロッパ諸国の人人が,イ スラエルの置かれている

現実を身近かなものと受け取り,その運命を「明日は我
が身」と感じてぃるとしても不思議ではない。POwer

politicsの 横行する中で,小国はどこ迄大国の圧力に抵
抗し,“独立

″
を全うし得るのであろうか?

ここで,イ スラエルこそ Power politicsの 代弁者で

あり,好戦的な帝国主義国家なので,ア ラブはその被害

者だという見方は,当を得たものだと思えない。イスラ
エルにも,軍国的ショービニスト,経済帝国主義国家と
いう側面があることを否定するつもりは無いが,それは

日本人が GNPシ ョービニストであり,経済帝国主義者
だというのと似た程度のものである。大きなだけに,日

本の方がはるかに罪は深かろう。近頃話題になるキーセ

ン観光はほんの一つの症候に過ぎないのである。

イスラエルが現在の占領地城をなかなか手離さないの

は,ア ラブ諸国に対する恐怖と不信の故であるというイ

スラエルの主張を,私は素直に受け入れたい。

イスラエルのパレスチナの地に対する歴史的な権利が

正当かどうか,と いうところから議論をする勇気は私に

は無い。 この議論 はまるで メビウスの輪をたぐるよう

に,可害者と被害者が入れかわり,果てしなく思えるの

である。サルトルもこうした論争にさじを投げた一人で

ある。ただ, ドイッチャーのように,イ スラエルの建国

に反対する思想的立場もあり,叉現在の政治状勢に批判

的なユダヤ人知識人も多いことはつけ加えておく必要が

あろう。しかし,西欧諸国では,イ スラエルの国家とし

ての存否を問う姿勢は,も早や全く失われていると言っ

ても過言ではあるまい。

第 2次大戦のナチの亡霊は,大国に接して生きる人人

の胸にまだ出没する。私共は原爆の恐怖を年と共に忘れ

てゆくが,記憶のうすれることは,現実の危険が無 くな
ることでは勿論ない。

原則論の “立て前"を離れた,エネルギー外交,資源
外交といった即物的な外交路線には,本来我々が避けよ

うとしている落とし穴に自ら飛び込む可能性があまりに

多く秘められているように感じられる。対米一辺倒から

の離脱どころか,ま すます一つのバスケットに卵を積み

込んでいるのが現状なのではなかろうか? 日本の失う
ものは大きいのではないだろうか ?石油だけが我々が外

にたよっているものではないのである。

私は, 6日 戦争以後のイスラエルの政治的立場を盲目

的に支持 している訳では決してない。 アバタもエクボ
と,イ スラエルを愛する必然性が,日 本人の私にないの

は当然であろう。パレスチナの避難民の処遇を巡って,

或いは彼らの残した財産の処分に関して,叉占領地城の

支配に関して,イ スラエルも痛い傷を沢山持っている。

占領地域のアラブ人の独立運動については,い くつかの

優れた本が書かれている。しかし,イ スラエルが周辺の

アラブ諸国の社会に与えたプラスの影響も叉大きい。

寒さにふるえ,物価高におびえ乍らこの小文を書いて

いる私に,原油の重要性がわからぬ筈はない。しかし,

原油の不足と,イ スラエルの問題は,密接な関係があり

そうで,実は全 く別のことなのではなかろうか? 本来
関係の無いことなのではないだろうか?

世界の人口増加と,生活程度の向上が,いずれ資源の

涸渇を招き,いわゆる資源保有国が,資源保護に傾くの

は当然であろう。我々が直面しているのは,単に今度の

中東戦争の結果ではなくて,未来の文明社会の現実であ

り,叉近代国家の独立とは何かといった問題なのであろ

う。

ずい分遠まわしのようだが,こ れが,冒頭の質問への

私なりの答えである。

手うすだった中東外交 (イ スラエル外交も含めて)が

見直されることは,私 にとって極めて嬉しいことであ
る。ユダヤ人とアラブ人とは,元来文化的にも近く,中

東問題の理解には,両方を理解することが必要な筈であ

る。そしてこのような努力は,も ともと中東戦争とは関

りなく行われるべきものであって,いたずらにアラブ諸
国とイスラエルを対極に置いて一方に猛進したのでは,
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